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もっと知るには

学習の効率が上がる
コツなんか無い？

私は だと思う。
学習の仕組みを明らかにし、適切な教材や環境を整える
ことで学習の効果を最大化することは可能だと考えま
す。私の研究室では、情報工学の考え方を用いて、学習
効果を高めるモデルやシステムを作り、現場での検証を
繰り返しています。

教育学域 教授

学　位

大学院： 教育科学専攻（修士課程） 担当

博士（工学）（ 電気通信大学大学院 ）

専門科目である情報数学や知識工学に関する
授業だけでなく、課題解決型科目として「教育
科学とICT」の授業を担当しています。
この授業では、安全に情報技術を活用するた
めの情報倫理の基礎を理解し、より効果的に
教育にICTを活用する方法について学びます。

授業内容
「主体的・対話的で深い学び」とはどのような学
びでしょう？このような曖昧な概念をモデル化
することで、実践された授業をこの観点で評価
した結果を可視化する手法を研究・開発してい
ます。さらに、この授業評価手法に基づいた授
業設計支援手法の研究・開発も行っています。

主要研究課題
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情
報
工
学
の
立
場
か
ら

教
育
を
見
る

教育情報工学とは、情報工学のモデル的な考え方を
教育に応用する学問です。教育は人によって学び方
が違い、同じインプットでもアウトプットが異なりま
す。一方で情報工学は再現性を重視する世界です。
この2つを融合させ、今までモデル化されてない領域
をアップデートし、より良い学習環境を提案します。

希
少
な
専
門
領
域

情報工学を専門としながら、教育現場での実践
検証まで行う研究者は多くはありません。理論モ
デルの構築に留まらず、教育現場で実際に活用
できる形にまで発展させることを目指します。机
上の空論ではなく、教員養成や学校現場での実
用性を重視し、研究と実践の橋渡し的な存在を
目指します。

例
え
ば「
深
い
学
び
」と
は

何
だ
ろ
う

近年重要視される「主体的・対話的で深い学
び」。この「深い学び」とは何なのか、先生も理解
しないまま授業が行われることもあります。そ
の「深い学び」をモデル化してみると、例えば公
式を覚えるだけではなく適切な時に使える、似
たような物と比較しながら考えられる、など。こ
のように曖昧なものをモデル化することで、現場
で活用できる状態にします。

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
で

大
切
な
こ
と データを分析する力も重要ですが、最も大切なの

は「どの情報を取り上げるか」という点です。単独
のデータを鵜呑みにせず、複数の情報を集め、論
理的に整理し、矛盾なく説明できるかを考えるこ
とで、正しい情報に近づけます。しかし、この思考
には手間がかかり、習慣化が必要です。過去の事
象と現在を関連付け、情報の矛盾を見抜く力を
養っていきましょう。

マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
で

水
害
を
再
現

プログラミング教育の教材を作成した学生は、
過去に発生した水害をマインクラフトの世界で
再現。そして子どもたちが被害を防ぐためにプロ
グラミングを勉強できる授業を開発しました。
「プログラミングには目的がないと面白くない」
という学生の問題意識から生まれた興味深い
事例でした。

A
I
や
V
R
な
ど

新
し
い
物
好
き
歓
迎

情報工学の分野は論理的思考が強い人が向い
ていますが、数学が得意である必要はありませ
ん。生成AIの仕組みや教育用マインクラフト、VR
技術など、新しい技術に興味を持ち、自分で試し
てみたいという好奇心が大切です。関わる分野
は広く、最新のテクノロジーなどが好きな人には
特に適した領域です。
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07

将
来
の
自
分
の
た
め
に

課
題
を
解
決
す
る

研究を始める前に自分が「将来どうなりたいか」ま
で考えて、自分にとって本当に必要なことを課題と
して設定してもらいます。具体的な目標を定め、論
理的に実行可能な解決策をイメージ、行動する。そ
のプロセス自体を体験することで、その後の成長ス
ピードにも差が出ると考えています。

非
常
勤
講
師
か
つ

研
究
を
し
た
卒
業
生

非常勤講師をしながら修士課程を修了した学生が
いました。週数回現場で授業をしつつ、修士の単位
を全て取得し卒業しました。研究の理論を現場で
実践。そして成果の分析を繰り返すことで優れた
研究を実現。2年間続けたその成果は、学会で賞を
受賞するまでに至りました。

笠
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教 育
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もっと知るには

S C E N E R Y  F ROM  T H E  L A BO R ATO RY

研究室からの風景
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現場の課題を見つけたら、情報工学の知見を用いて、解決策を模索。

情報工学 教育現場

その解決策を現場で実践し、モデルの精度を上げる。
この思想を学生たちは身近で学ぶことになる。

情報工学 教育現場

将来的には、その考え方を身につけた学生が教育現場で働くことで
現場を内部から解決できる力を育む。

情報工学 教育現場

距離ができがちな
工学と現場をつなぐ研究室


